
、

o 

民
主
党
の
新
代
表
が
泊
目
、
野
田
佳
彦
氏
に
決
ま
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
は
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
に
何
を
求
め
る
の
か
。
民
主
党
の
国
会
議
員
は
、

ど
ん
な
基
準
で
投
票
す
る
人
を
決
め
た
の
か
。

V
1面
参
照

避
難
所
で
代
表
選
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
被
災
者

H
m日
午
前
日

時
6
分
、
宮
城
県
石
巻
市
の
石
巻
中
学
校
、
金
川
雄
策
撮
影

k---
d、除染・被災地見て生活支援・

f-

今
も

ω人
以
上
の
避
難
者
が

暮
ら
す
宮
城
県
石
巻
市
の
市
立

石
巻
中
学
校
。
泊
目
、
数
人
が

民
主
党
代
表
選
を
伝
え
る
テ
レ

ビ
を
見
て
い
た
。

機
械
修
理
業
を
営
ん
で
い
た

門
関
春
彦
さ
ん
(
弱
)
は
自
宅
兼

工
場
を
失
い
、
妻
と
息
子
の
3

人
で
身
を
寄
せ
て
い
る
。
「
誰

が
代
表
に
な
っ
て
も
大
変
な
時

期
だ
が
、
ま
た
足
の
引
っ
張
り

合
い
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
」
。

9
月
に
は
仮
設
住
宅
に
入
れ
る

が
、
市
街
地
か
ら
は
速
い
。

「
公
共
交
通
機
関
が
な
く
、
買

い
物
に
も
行
け
な
い
。
新
代
表

は
生
活
支
援
に
カ
を
入
れ
て
も

ら
い
た
い
」

岩
手
県
釜
石
市
で
写
真
底
を

経
営
し
て
い
る
菊
池
賢
一
さ
ん

(
組
)
は
「
ロ

l
ン
対
策
だ
け
は

や
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。
底

舗
兼
自
宅
を
津
波
で
流
さ
れ
、

仮
設
住
ま
い
。
抱
え
て
い
た

ロ
1
ン
は
、
銀
行
と
の
交
渉

で
1
年
間
は
利
息
分
だ
け
で
済

む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
も

義
援
金
や
生
活
再
建
支
援
金
か

ら
工
面
す
る
し
か
な
い
。
仮
設

庖
舗
に
入
れ
る
の
は
日
月
ご

ろ
。
ス
タ
ジ
オ
を
作
り
、
機
材

を
そ
ろ
え
る
に
も
資
金
が
必
要

だ
。
銀
行
か
ら
さ
ら
に
借
り
ら

れ
る
の
か
。
木
安
は
っ
き
な

岡
県
大
船
渡
市
の
主
婦
川
原

ミ
ノ
ル
さ
ん
(
鈎
)
は
「
と
に
か

く
福
島
第
一
原
発
を
何
と
か
収

め
て
ほ
し
い
」
。
津
波
で
自
宅

を
失
っ
た
。
そ
れ
で
も
、

5
月

に
仮
設
住
宅
に
入
っ
て
一
息
つ

く
と
原
発
の
こ
と
が
気
に
な
り

始
め
た
。
「
も
っ
と
苦
し
ん
で

い
る
人
の
こ
と
を
思
う
と
つ
ら

そ
の
福
島
第
一
原
発
が
あ
る

福
島
県
双
葉
町
の
高
田
良
克
さ

ん
(
釘
)
は
妻
(
位
)
と
、
同
県
猪

苗
代
町
の
ホ
テ
ル
で
避
難
生
活

を
続
財
て
い
る
。
自
宅
は
原
発

か
ら
約
4

・5
J。
幻
自
に
な

っ
て
、
菅
直
人
首
相
は
原
発
周

辺
で
は
長
期
間
住
め
な
く
な
る

地
域
が
出
る
と
言
い
出
し
た
。

「
辞
め
る
直
前
に
、
無
責
任

だ
」
と
償
る
。
「
新
代
表
は
被

災
者
に
一
方
的
に
告
げ
る
だ
け

じ
ゃ
な
く
、
計
画
を
し
っ
か
り

と
説
明
す
べ
き
だ
」

福
島
市
で
も
放
射
線
量
が
出

較
的
高
い
渡
利
地
区
。
世
帯

ご
と
に
避
難
を
促
す
「
特
定

避
難
勧
奨
地
点
」
の
対
象
に
す

べ
き
か
ど
う
か
測
定
が
進
む
。

7
月
、
住
民
ら
に
よ
る
通
学

路
や
側
溝
の
除
染
が
行
わ
れ

た
。
パ

l
ト
従
業
員
の
木
村

恵
さ
ん
(
鈎
)
は
「
除
染
は
1
回

し
た
か
ら
と
い
っ
て
~
安
全
と

は
言
え
な
い
。
近
所
の
人
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。
作
業
す
る

人
の
健
康
も
心
配
だ
。
政
府
は

業
者
を
派
遣
し
て
」
と
求
め

る。
ま
ず
は
現
状
を
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
は
、
ど
の
被

災
地
に
も
共
通
だ
。
仙
台
市
若

林
区
の
松
木
あ
き
の
さ
ん
(
花
)

は
樟
波
で
自
宅
を
流
さ
れ
た
。

今
も
一
帯
に
が
れ
き
が
残
り
、

復
興
の
道
筋
は
見
え
な
い
。

「
次
の
人
は
ま
ず
、
被
災
地
に

来
て
ほ
し
い
。
現
地
を
見
れ

ば
、
ど
ん
な
政
策
が
必
要
か
、

分
か
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

か」

議
員
の
選
択
そ
の
わ
け
は

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル

で
聞
か
れ
た
両
院
議
員
総
会
。

午
後
2
時
半
過
ぎ
、
選
挙
管
理

委
員
長
の
古
賀
一
成
衆
院
議
員

が
決
選
投
票
の
結
果
を
読
み
上

げ
た
。
新
代
表
が
野
田
氏
に
決

ま
る
と
、
会
場
は
ど
よ
め
き
と

拍
手
に
包
ま
れ
た
。

各
陣
営
は
、
総
会
の
直
前
ま

で
支
援
す
る
議
員
の
支
持
を
訴

え
た
。開
会
初
分
前
。
野
田
民
の
推

薦
人
に
な
っ
た
柴
橋
正
直
氏

(
衆
院
岐
車
1
区
〉
は
「
今
も

横
で
伸
聞
が
電
話
を
か
け
続
け

て
い
ま
す
」
と
電
話
取
材
に
答

え
た
。
野
田
氏
支
持
の
国
会
議

員
は
午
前
8
時
に
集
ま
り
、

「
最
後
ま
で
呼
び
か
け
続
け
よ

う
」
と
醤
い
合
っ
た
と
い
う
。

馬
淵
澄
夫
氏
の
元
秘
書
の
大

西
健
介
氏
(
衆
院
愛
知
日
区
)

は
朝
か
ら
、
馬
淵
氏
支
持
の
議

員
が
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
チ
ラ
シ
を
、

1
期
生
議

員
の
議
員
会
館
の
事
務
所
に
配

っ
た
。
「
派
閥
や
グ
ル
ー
プ
に

と
ら
わ
れ
な
い
で
代
表
選
を
や

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
馬
淵
氏
を

応
援
し
て
き
た
」
と
語
っ
た
。

渡
辺
義
彦
氏
(
衆
院
地
例
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
)
は
、
小
沢
一
郎

氏
に
近
い
当
選
1
回
の
衆
院
議

員
で
作
る
「
北
辰
会
」
に
所

属
。
小
沢
氏
は
海
江
田
万
里
氏

を
支
持
し
て
お
り
、
渡
辺
氏
も

海
江
田
氏
に
投
票
す
る
と
い

う
。
「
小
沢
さ
ん
は
政
権
交
代

の
立
役
者
で
あ
り
、
民
主
党
に

欠
か
せ
な
い
人
。
影
響
力
が
あ

っ
て
当
然
だ
」

石
山
敬
貴
氏
(
衆
院
宮
城
4

区
)
も
海
江
田
氏
に
投
票
す

る
。
「
菅
政
権
時
代
の
よ
う

に
、
党
員
の
意
見
を
聞
か
ず

独
断
で
方
針
を
打
ち
出
す
政

治
は
駄
目
だ
。
そ
の
路
線
を

踏
襲
す
る
政
治
家
で
は
党
内

融
和
は
出
来
な
い
」
と
話
し

た
阿
知
波
吉
信
氏
(
衆
院
岐
阜

5
区
)
は
、
幻
自
に
地
元
で
あ

っ
た
党
の
総
支
部
の
定
期
大
会

で
前
原
誠
司
氏
の
支
持
を
表
明

し
た
。
「
こ
れ
か
ら
は
思
い
切

っ
た
政
策
が
で
き
る
実
行
力
の

あ
る
人
が
必
要
。
海
外
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
前
原
民

が
、
最
も
総
理
候
補
の
条
件
を

整
え
て
い
る
」

鹿
野
道
彦
氏
の
決
起
集
会
に

参
加
し
た
舟
山
康
江
氏
(
参
院

山
形
選
挙
区
)
は
「
次
の
内
閣

は
東
北
の
復
旧
復
興
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
東
北

を
復
興
さ
せ
る
意
味
で
も
東
北

出
身
の
総
理
を
誕
生
さ
せ
た

代
表
選
へ
の
出
馬
が
と
り
ざ

司

た
さ
れ
て
い
た
樽
床
伸
二
氏
の

グ
ル
ー
プ
は
事
実
上
、
自
主
投

票
に
な
っ
た
。
長
尾
敬
氏
(
衆

院
大
阪
U
区
)
は
、
野
田
氏
へ

の
投
票
を
決
め
た
。
「
樽
床
氏

を
担
げ
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常

に
残
念
。
気
持
ち
を
切
り
替
え

た
」
と
話
す
。

原
発
の
賠
償
紛
争

解
決
拠
点
が
開
設

福
島
第
一
原
発
事
故
の
損
害

賠
償
を
め
ぐ
っ
て
墓
尽
電
力
と

波
書
普
日
告
蒙
む
き
ま
べ
房
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